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最終報告に向けた検討事項

１．国立大学法人等における共創拠点の実装化を図るため、個々の国立大学
法人等で取り組んでいる効果的な共創拠点の実現に向けた取組事例につ
いて、全国の国立大学法人等に横展開する必要があることから、追加調
査の実施を検討する。

２．共創拠点の実装化に向けて、多様な財源を獲得する仕組み等について、
具体的な取組事例を調査し、具体化の方法を検討する。

３．次期５か年計画における整備目標について、現行の５か年計画の進捗状
況や市場・経済の状況等を確認しつつ、より具体的な整備目標を検討す
る。

４．国や関係機関で議論されている国立大学法人等の施設に関連する施策等
について、その議論の状況を整理し、最終報告の反映について検討する。

■中間まとめを受けた検討事項
（中間まとめにおける記述）

資料１
今後の国立大学法人等施設の整備充実に
関する調査研究協力者会議（第６回）
令和7年7月7日（月） 13:30～15:30
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今後のスケジュール（案）

■７月７日 第６回協力者会議（本日）

■９月25日 第７回協力者会議

■10月27日 第８回協力者会議  最終報告書（素案）

■12月９日 第９回協力者会議  最終報告書（案）

■12月末頃 最終報告書とりまとめ

■１～３月 文部科学省内検討会

■３月 次期計画を策定（文部科学省大臣決定）
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